
行政書類 自動審査 要件定義書

（案） 

本章は、行政書類の自動審査アプリ群の要件定義書である。既存実装を正とし、機能・

非機能・外部インタフェース・データ・受入基準を定義する。 

サーバーについては ISMAP に対応させる事を要件とする。その上で、アプリについて

は下記のように定める。 

 

サマリー 

行政の書類審査において AI のブレを減らすため、「Vote ジャッジ方式」という９個の

AI エージェントが並列で同時に審査を行い、その平均点を取る形式を導入した。 

1. 目的・背景 

• 目的：介護・障害福祉・生活保護・国保・税務などの行政書類について、担当職員

による一次審査の下書き（判定・得点・指摘・改善提案）を AI で自動生成し、審査

の均質化・迅速化・属人性の排除を図る。 

• 背景：同種書類の審査は、担当者・時期によって判定がぶれやすく、経験の浅い職

員には基準の当てはめが難しい。生成 AI の非決定性をそのまま使うと再現性が担保

できないため、判定の統計的集約＋得点の機械計算によって公平性を確保する設計

とする。 

• 位置づけ：本アプリの出力は審査の補助（下書き）であり、最終的な行政処分・要

否判定は担当部署の職員が行う。AI 出力に法的拘束力はない。 

2. 用語定義 

用語 定義 



審査項目 各書類種別ごとに定めた採点単位（例：

本人確認、同意取得、期限充足 等）。ア

プリごとに 9 項目前後 

配点 審査項目ごとの満点。全項目の合計が 

100 点になるよう設計 

判定 各項目の充足度。○（十分）／△（一部

不備）／×（不備・記載なし）の 3 値 

固定得点式 判定から得点を一意に決める式。○＝配

点満点／△＝配点 15 点は 8 点・10 点は

5 点・5 点は 3 点／×＝0 点 

評価ランク 合計点から決まる総合評価。A（90〜

100）／B（75〜89）／C（60〜74）／D

（0〜59） 

多数決（voteJudgments） 「判定のみ」を 9 回並列生成し、項目ご

とに最頻の判定を採る集約処理 

確定判定 多数決で決まった判定サマリー（判定: 

1:○ 2:△ …） 

判定固定記録（verdict cache） 確定判定を書類ハッシュをキーに 

app4/verdicts/ に保存したもの 

 

3. スコープ 

3.1 対象アプリ（審査 8 機能） 

ID アプリ 主対象書類 

21 ケアプラン適正性

審査 

居宅・施設・介護予防のケアプラン（第

1〜3 表） 

22 個別支援計画 適正

性審査 

障害福祉の個別支援計画 

23 運営指導コンプラ

イアンス審査 

運営規程・重要事項説明書等 

24 国保税減免申請書 

審査 

減免・軽減申請書（区分は AI 自動判定） 



25 生活保護 面接相談

アシスタント 

面接聞き取りメモ（手書き写真可・Web

検索併用） 

26 生活保護 申請書類 

審査 

保護申請書・資産/収入申告書 

27 生活保護 開始後支

援 審査 

援助方針／ケース記録／停廃止（業務別

切替） 

28 軽自動車税・原付

手続 審査 

減免／名義変更／廃車／税止め（業務別

切替） 

 

3.2 対象外（明示的な非スコープ） 

• 金額計算：最低生活費・保護費・返還額・税額などの算定は行わない（既存の算定

システム・窓口へ誘導）。 

• 実物・原本照合：写しと原本の一致、外部照会結果との突合は窓口・調査業務であ

り、本審査は書類テキストの記載のみで判定する。 

• 最終的な行政処分の決定：要否判定・処分・交付決定そのものは行わない。 

• 個人情報の永続保存：氏名等は仮名入力を案内し、書類本文をサーバに保存しない

（保存するのは判定サマリーのみ。§8 参照）。 

4. 利用者・アクター 

アクター 役割 

審査担当職員 書類をアップロードし、AI の下書きを確

認・補正して一次審査に用いる 

査察・上席職員 生成レポート・指摘事項をレビューし、

処分方針の検討材料とする 

システム管理者 .env・.htaccess・verdicts/ の運用、モデ

ル切替、ログ監視を行う 

 



5. 機能要件（FR） 

FR-1 入力・ファイル取り込み 

• FR-1.1 テキスト直接入力に対応する。 

• FR-1.2 ファイル取り込みは PDF / DOCX / PPTX / TXT に対応し、ブラウザ内で

テキスト抽出する（PDF は pdf.js）。 

• FR-1.3 画像（JPG / PNG / WebP）およびスキャン画像 PDF は app4/ocr.php 経由

で OpenAI によりテキスト化する。手書き ON 時は高精度モデル

（OPENAI_MODEL_HANDWRITING）に切替える。 

• FR-1.4 最大 3 ファイルをアップした順に連結して 1 件の審査対象とする。 

• FR-1.5 審査結果表示後に新ファイルをアップした場合、前ファイルを自動クリアし

て入れ替える。 

• FR-1.6 サーバ側でテキストをサニタイズ（strip_tags・制御文字除去）し、最大 

18,000 文字に切り詰める。 

FR-2 審査基準 

• FR-2.1 各アプリは書類種別ごとの審査項目・配点・○/△/×の判定条件をシステム

プロンプトに明文化して保持する。 

• FR-2.2 配点合計は 100 点とする。 

• FR-2.3 「業務の種類」をドロップダウンで切替えるアプリ（app19・app20）は、

選択に応じて審査基準・プロンプトを切替える。 

• FR-2.4 該当しない項目は減点せず ○（該当なし）とし、指摘事項に「該当なし」と

記す。 

• FR-2.5 役所側の後続確認に委ねられた事項は減点せず ○（後続確認）とする。 

FR-3 判定エンジン（公平性の中核） 

• FR-3.1 初回審査時、「判定サマリー1 行のみ」を 9 回並列で生成する

（voteJudgments()）。 

• FR-3.2 各票は独立させるため seed を 101〜109 に振り分け、temperature=0・

max_completion_tokens=300 とする。 

• FR-3.3 ○/△、△/× で迷う微妙な項目は必ず低い（辛い）方を選ばせる。 



• FR-3.4 集約は項目位置ごとの多数決とし、最多判定を採用。同数のときは △ とす

る。 

• FR-3.5 票ごとに項目数が異なる場合は、最頻の項目数に一致する票のみで集計す

る。 

• FR-3.6 有効票が 0（全票が形式不備）の場合は多数決を確定できないものとして扱

い、AI 生成レポートの判定をそのまま用いる（フォールバック）。 

FR-4 判定固定記録（再現性） 

• FR-4.1 確定判定は モデル名 + システムプロンプト + 書類本文 の SHA-256 ハッシ

ュをファイル名として app4/verdicts/ に保存する。 

• FR-4.2 同一ハッシュの再審査時は 9 票を取り直さず記録済み判定を再利用する。 

• FR-4.3 書類本文が 1 文字でも変わればハッシュが変わり、新規書類として再判定す

る。 

• FR-4.4 レポート本文は毎回 AI が新規生成するが、判定・得点・合計点は確定判定

に一致させることをプロンプトで厳守させる。 

FR-5 得点・ランクの機械計算と表示整合 

• FR-5.1 画面側 reconcileScore() が、確定判定 × 配点から各項目の得点を固定得点式

で再計算し、AI が本文に書いた数値を上書きする。 

• FR-5.2 合計点は確定判定に基づく単純合計で機械算出する。 

• FR-5.3 評価ランクは合計点から A/B/C/D を機械判定する。 

• FR-5.4 レポート下部の合計表示（合計：◯点／得点合計：◯ / 100 点／表内の合計

行など、表記ゆれを含む）を検出し、上部バッジと同一の値・同一ラベル「平均得

点合計」に統一する。 

• FR-5.5 上部バッジ（評価ランク＋合計点）と下部の合計表示は、いかなるフォーマ

ットでも必ず一致すること。 

FR-6 レポート出力 

• FR-6.1 出力は Markdown で、判定サマリー・総合評価（ランク・合計点・講評）・

項目別採点表・重大な不備・改善提案・総評/次のアクションを含む。 



• FR-6.2 生成結果は SSE（{"text":...} の NDJSON）でリアルタイムにストリーミング

表示する。 

• FR-6.3 評価ランクは結果先頭に大型バッジで表示する。 

FR-7 エクスポート・補助機能 

• FR-7.1 生成結果をコピー／テキスト保存（.txt）／Word 出力（.docx）できる。 

• FR-7.2 補正・追加確認に関する項目のみを抽出し「窓口用 補正依頼メモ」としてテ

キスト出力できる。 

• FR-7.3 各アプリに架空事例のサンプル PDF と作成用 Word ひな形を同梱し、ワン

クリックで試用できる。 

• FR-7.4 審査は途中中止できる（AbortController）。 

6. 非機能要件（NFR） 

NFR-1 公平性・再現性（最重要） 

• 同一内容の書類は、担当者・審査日時に依存せず同一の判定・得点・ランクを返す

こと。 

• 受入目標：全 39 サンプル × 2 回の再現性テストで点数一致率 100%（実測済

み）。 

NFR-2 性能 

• 通常審査（キャッシュ有）は数〜十数秒でストリーミング開始。初回審査は 9 票の

並列取得（curl_multi）を含むため追加の待ち時間が生じるが、票取得は各 90 秒で

タイムアウトする。 

• 本文ストリーミングの curl タイムアウトは 120 秒。 

NFR-3 セキュリティ 

• API キーは api/.env に集約し、PHP プロキシ経由でのみ使用（クライアントに露出

しない）。Authorization: Bearer ヘッダーで送信。 

• .env は .htaccess でアクセス拒否。全ページ HTTPS 強制・HSTS。 



• アップロードは拡張子ホワイトリスト＋実 MIME 判定＋マジックバイト検査等の多

層防御（想定外ファイルはサーバ側で拒否）。uploads/ は実行禁止。 

• 書類本文はサーバに永続保存しない（保存対象は判定サマリーのみ）。氏名は仮名

入力を案内。 

• エラー詳細はユーザーに出さず汎用メッセージのみ表示（display_errors 無効）。全

ページ noindex,nofollow。 

NFR-4 可用性・互換性 

• 共有ホスティング（PHP 7.x 以上・Apache）で動作すること。PHP 8 専用構文を使

用しない。 

• 主要ブラウザ（Chrome/Edge/Safari）で動作。iframe 埋め込み・スマホ表示に対

応。 

NFR-5 ユーザビリティ・安全設計 

• 生活保護アプリでは、申請権の侵害にあたる助言をしない。金額計算は行わせず算

定システムへ誘導。 

• 「AI 出力は補助であり最終判断は担当部署」で行う旨を画面に明示する。 

NFR-6 保守性 

• 8 アプリはプロンプト（審査基準）以外の判定・集約・整合ロジックを共通構造で

保持し、横展開できること。 

• モデルは .env（OPENAI_MODEL 等）で切替可能とする。 

7. 外部インタフェース 

7.1 リクエスト（クライアント → app4/appXX.php） 

• メソッド：POST（Content-Type: application/json） 

• ボディ：{ "doc_type": "<業務種別>", "text": "<審査対象テキスト>" } 

• 異常系：POST 以外は 405、text 空は 400、OPENAI_API_KEY 未設定は 500。 

7.2 レスポンス（SSE / text/event-stream） 

• data: {"verdict":"判定: 1:○ 2:△ …"} … 確定判定（固定記録があるとき先頭で 1 回） 



• data: {"text":"…"} … 生成本文の逐次チャンク 

• data: {"error":"…"} … API 通信/HTTP エラー時 

• data: [DONE] … 終了 

7.3 上流 AI API 

• OpenAI Chat Completions（stream:true・temperature:0・seed:42）。 

• app17 のみ OpenAI Responses API（web_search 併用）。 

• OCR は ocr.php 経由。 

8. データ要件 

データ 保存先 内容・保持 

判定固定記録 verdicts/<sha256>.txt 確定判定サマリー1 行のみ。書類本文

は含めない 

API キー・モデル

名 

api/.env OPENAI_API_KEY / 

OPENAI_MODEL / 

OPENAI_MODEL_SEARCH / 

OPENAI_MODEL_HANDWRITING 

等 

サンプル書類 samples/ 架空事例 PDF・Word ひな形・生成

用 generate_*.py 

利用履歴 ブラウザ IndexedDB クライアント内のみ（サーバ保存な

し） 

 

9. 制約・前提 

• 審査は書類テキストの記載内容のみを根拠とし、記載外の事実は推測で補完しない

（不明は「×（記載なし）」または「資料上確認できない」と明示）。 

• 入力テキストは 18,000 文字までに切り詰められる（超過分は審査対象外）。 

• スキャンのみの画像 PDF はテキスト抽出に失敗する場合がある（テキスト付き 

PDF・Word を推奨）。 

• 機密性の高い情報（機密性 3 情報等）は入力しない。 



10. 受入基準（抜粋） 

• □ 同一 PDF を 2 回アップロードして、評価ランク・合計点・各項目得点が完全一

致する。 

• □ 上部バッジの合計点と、レポート下部の合計表示（平均得点合計）が一致する。 

• □ 全項目 ○ の書類で合計 100 点・ランク A になる。 

• □ 配点合計が 100 点である（各アプリ）。 

• □ 想定外ファイル（.exe 等）がサーバ側で拒否される。 

• □ api/.env に Web から直接アクセスすると 403 になる。 

• □ 金額計算を求める入力に対し、算定を行わず窓口・算定システムへ誘導する（生

活保護・税アプリ）。 

11. 運用・保守 

• 審査基準の改定はシステムプロンプトの改修で行い、改定後は該当書類の verdicts/ 

を破棄して再判定させる（基準変更時は過去の固定記録を無効化する運用とす

る）。 

• モデル更新時は .env のモデル名を変更（ハッシュキーにモデル名を含むため、記録

は自動的に別管理になる）。 


